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著者 上田 宏 

 

調査地域 愛知県 

 

調査時期 1981～1999年 

 

調査対象 3～15歳 

 

依頼数  2500人 

回収率  100％ 

有効回答率 100％ 

 

診断方法 医師による診察 

 

有症率  6.60％ 

 

調査概要 1981年春以降、保育園、小学校、中学校の新学期の内科検診に併せ皮膚科検診 

  を施行してきた。1981年の小児の AD有病率は 2.5%であったが、1992年には 

  6.6%の最高値を記録した。 

 


